
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次みどりの里 
まちづくり計画 
〚令和６～８年度〛 

白井第二小学校区 
みどりの里づくり協議会 

令和６年４月 
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男 1,536 人 女 1,411 人 合 計    2,947 人 （市全体 62,646 人） 

65 歳以上  1,043 人 高齢化率      35.4％ （市全体 28.1％） 

15～64歳  1,680人 生産年齢人口比率 57.0％ （市全体 59.2％） 

15 歳未満    224 人 年少人口比率     7.6％ （市全体 12.7％） 

世 帯 数    1,290 世帯 
（ 市 全 体 世 帯 ）

26,770 

 

【

 自治連合会加入自治会数 9 自治会（市全体 ８５自治

 白井第二小学校 児童数 男子 54 人 女子 37 人 合計 91 人 

学級数８学級（特別支援学級 2 学級含む）  教職員数 25 人
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白井第二小学校区まちづくりアンケート 

白井第二小学校区の住民の暮らし、地域活動、地域課題、これか

らのまちづくりへの意見・意向などを把握し、これからの小学校

区単位のまちづくりの検討に活用する。 

白井第二小学校区在住の１８歳以上の男女８２２人 

令和２年１２月３１日現在の住民基本台帳より無作為抽出 

令和３年１月２３日(土)～２月１０日(水)の１９日間 

郵送配布・郵送回収 

２８.５％（有効回収数２３４件） 

 

第二小学校区にお住まいになり、 

あなたが感じている地域課題は 

どんなことですか。（複数回答） 
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基本 

方針 
テーマ 取組み事業名 取り組み内容 実施主体 

実施年度と予算 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

安 

心 

安 

全 

⎝ 

⎱ 

⎔ 

⎘ 

⎂ 

⎽ 

交通安全 交通マナーの啓発 

自転車の交通ルールの啓発 

【安心・安全部会】 

〇3 万 〇3 万  〇3 万 

高齢者の交通安全等の啓発 

防   災 
防災・防火訓練の 

実施 

防災訓練及び・防火訓練を隔年で

実施 
〇7 万 〇7 万 〇7 万 

防災及び防火の啓発 

防   犯 
防犯パトロールの実

施 

青パトによる防犯パトロールの実施 〇 〇4 万 〇 

防犯の啓発 〇 〇 〇 

小     計 １0 万 １4 万 １0 万 

 

 

 

 

 
凡例：〇は実施年度 
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基本 

方針 
テーマ 取り組み事業名 取り組み内容 実施主体 

実施年度と予算 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

美
⎊
⍷
景
観
⎛
伝
統
文
化
⏅
大
切
⎞
⎌
⎾
⎱
⎔
⎘
⎂
⎽ 

地域の美化 

ごみゼロ運動の充実 
ごみゼロ運動（市主催）及びまちぴ

か大作戦を年各 1 回実施 

【環境・文化部会】 

 

〇1 万 〇１万 〇1 万 

不法投棄防止の啓 

発 

「許さない不法投棄」と「ポイ捨て

禁止」ののぼり旗等で啓発 
〇 〇4 万 〇 

景観の保全 

今井の桜の保全 下手賀沼・金山落の草刈り 〇5 万 〇5 万 〇5 万 

下手賀沼・金山落 

の外来植物の駆除 

ナガエツルノゲイトウの駆除作業 

 
〇１万 〇1 万 

 

〇1 万 

 

花の街道づくり カンナ街道再生への支援 〇１万 〇１万 〇1 万 

伝統文化の

保 全 

歴史遺産の保全と 

周辺散策 

宝物マップに掲載の史跡の看板設

置とその周辺の散策とゴミ拾い 

（年 1 ヶ所） 

 

〇２万 〇２万 〇２万 

小     計 10 万 14 万 10 万 
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基本 

方針 
テーマ 取り組み事業名 取り組み内容 実施主体 

実施年度と予算 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

⎲
⏆
⎝
⍿
交
流
⎊
⍥
助
⎄
合
⍹
⎱
⎔
⎘
⎂
⎽ 

住民同士 

の交流 

みどりの里納涼盆踊

大会の実施 

第二小学校校庭で盆踊り大会を

実施する  

【交流・福祉部会】 

 

 

〇80 万 〇80 万 〇80 万 

食で交流 我が家の自慢料理で交流 〇 〇 〇 

第二小学校校庭の 

環境整備 

児童と保護者と交流をもちながら

草取り等を年 2 回行う 
〇 〇 

 

〇 

 

ばらっばまつりへの

支援 
主催 地区社協 〇 〇 〇 

ほっこり市への支援 主催 公民センター 〇 〇 〇 

里山まつりへの支援 主催 しろい環境塾 〇 〇 〇 

外国人との 

共 生 

国際交流まつりへの

支援 
主催 白井国際交流協会 〇 〇 〇 

福 祉 

困りごと支援 
困りごとを解決のためにする側、さ

れる側のネットワークの構築 
〇２万 〇２万 〇２万 

みどりの里敬老会の

開催 

高齢者を招いて敬老会を実施す

る 
〇13 万 〇13 万 〇13 万 

小     計 95 万 95 万 95 万 
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基本 

方針 
テーマ 取り組み事業名 取り組み内容 実施主体 

実施年度と予算 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

地
域
⏅
元
気
⎞
⎌
⎾
⎱
⎔
⎘
⎂
⎽ 

魅力の発信 
みどりの里産品市の

実施（都市間交流） 
年 1～3 回実施 

【総務・広報部会】 

〇1 万 〇2 万 〇2 万 

情報の伝達 

会報誌「カワセミ」の

発行 
年 4 回発行  〇９万 〇９万  〇９万 

第二小区カレンダー

の作成 
3 月作成 〇3 万 〇3 万 〇3 万 

ホームページの充

実 

ブログなどの発信の強化 

                       
〇8 万 〇8 万 〇8 万 

総   務 組織運営 

・総会、役員会の開催 

・各部会との連絡調整 

・活動資金の確保 

〇25 万 〇28 万 〇28 万 

小   計 46 万 50 万 50 万 

予  算  合  計 161 万 173 万 165 万 

 

   市補助金 87 万 86 万 85 万 

協賛金 60 万 60 万 60 万 

委託金 13 万 13 万 13 万 

寄付金等 1 万 14 万 7 万 

合 計 161 万 173 万 165 万 

収 入 
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（名称） 

第１条 本会は、「白井第二小学校区みどりの里づくり協議会」（以下「協議会」と

いう。）と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、地域住民、各種団体、事業者及び行政がお互いを尊重し合い、

相互の交流と活動を通じて、「伝統と新しさが調和するみどりの里」の形成に寄与

することを目的とする。 

（活動区域） 

第３条 協議会の活動区域は、白井第二小学校区内（以下「第二小区」という。）と

する。 

（構成員） 

第４条 協議会は、次の各号に掲げる者をもって構成する。 

（１）第二小区に居住する住民 

（２）第二小区で活動する自治会、各種団体及び個人 

（３）第二小区に所在する事業所及び勤務者 

（４）白井第二小学校の関係者 

 (５) その他、第１６条に規定する役員会（以下「役員会」という。） 

が必要と認める者 

（代議員） 

第５条 協議会に代議員を置き、代議員は、前条に規定する自治会、各種団体、事

業所、白井第二小学校の関係者（以下「関係団体」という。）の代表者及び協議会

の運営に参画することを希望する者並びにその他関係団体が推薦する者とする。 

２ 代議員は、各地域や関係団体における現状や課題の把握、第二小区の活性化に

向けた意見、要望及び事業提案などを行うとともに、協議会の運営及び事業の執

行に協力するものとする。 

３ 代議員の任期は３年とし、その数は、別表に定めるとおりとする。 

（事務所） 

第６条 協議会の事務所は、白井市公民センター内に置く。 

（事業） 

第７条 協議会は、第２条に規定する目的（以下「目的」という。）を達成するため、

次の各号に掲げる事業を行う。 

 

（１）安心・安全に関すること。 

（２）自然環境の保全に関すること。 
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（３）地域資源の活用に関すること。 

（４）歴史・文化の継承及び創造に関すること。 

（５）親睦・交流に関すること。 

（６）健康・福祉に関すること。 

（７）子どもの健全な育成に関すること。 

（８）情報の収集・発信に関すること。 

（９）その他本会の目的達成に必要なこと。 

２ 協議会は、第二小区まちづくり計画を策定し、これを基本に事業を実施するも

のとする。 

（役員） 

第８条 協議会に次の各号に掲げる役員を置く。 

（１）会長   １名 

（２）副会長  ３名 

（３）部会長  ４名 

（４）理事  １２名以内 

（５）会計   ２名 

（役員の職務） 

第９条 役員の職務は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１）会長は、協議会を代表し、会務を統括する。 

（２）副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、あらかじめ定められた

順位に従いその職務を代行する。 

（３）部会長は、第１７条に規定する専門部会との調整を図りながら、協議会の

運営及び事業の執行にあたる。 

（４）理事は、協議会の運営及び事業の執行にあたる。 

（５）会計は、経理事務を行う。 

（監査） 

第１０条 協議会に監査２名を置き、協議会の事業及び経理の状況を監査し、その

監査の結果を第１５条に規定する総会（以下「総会」という。）において報告する。 

２ 監査は、第１４条に規定する各会議に出席し、意見を述べることができる。 

３ 監査は、第８条に規定する役員を兼務することができない。 

（役員等の選任） 

第１１条 役員及び監査（以下「役員等」という。）は、第１６条に規定する役員会

（以下「役員会」という。）において選出し、総会において選任する。 

（役員等の任期） 
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第１２条 役員等の任期は、３年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠により選任された役員等の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 任期満了又は辞任によって退任した役員等は、後任者が就任するまで引き続き

その職務を行うものとする。 

（顧問） 

第１３条 協議会に顧問若干名を置くことができる。 

２ 顧問は、目的達成のために必要な学識経験のある者のうちから、役員会におい

て任期を定めて選任し、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会長の求めに応じて役員会に出席し、協議会の運営及び執行に関し意

見を述べることができる。 

（会議） 

第１４条 協議会の運営にあたり次の各号に掲げる会議を開催する。 

（１）総会 

（２）役員会 

（３）専門部会 

２ 会議は、原則として公開する。ただし、会長が個人情報の保持、又は協議会の

運営上必要があるとき、その他公益上必要があると認めるときは、この限りでな

い。 

３ 第１項に規定する各会議の招集は、開催日１週間前までに、会議の日時、場所、

目的及び審議事項を記載した書面をもって各構成員に通知しなければならない。 

（総会） 

第１５条 総会は、第５条に規定する代議員（以下「代議員」という。）をもって構

成し、協議会の最高議決機関で、毎年１回会長が招集し、開催する。 

２ 会長が必要と認めたとき、又は代議員の過半数の請求があったときは、会長は、

速やかに臨時総会を開催しなければならない。 

３ 総会は、代議員の過半数以上の出席をもって成立し、議決は、出席者の過半数

によってこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

４ やむを得ない理由のため総会に出席できない代議員は、あらかじめ通知された

事項について書面若しくは電磁的方法をもって表決し、又は他の代議員に代理人

として表決を委任することができる。 

５ 役員又は代議員が、総会の決議の目的である事項について提案した場合におい

て、その提案について、議決に加わることのできる代議員の全員が書面又は電磁

的記録により同意の意思表示をしたときは、その提案を可決する旨の総会の議決

があったものとみなす。 
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６ 総会の議長は、出席した代議員の中から会長が指名し、書記及び議事録署名人

は、出席した代議員の中から議長が選出する。 

７ 総会は、次の各号に掲げる事項を審議、承認及び議決する。 

（１）事業報告及び収支決算に関すること。 

（２）事業計画及び収支予算に関すること。 

（３）会則の制定または改廃に関すること。 

（４）役員等の選任に関すること。 

（５）まちづくり計画の策定又は修正に関すること。 

（６）その他協議会の運営に関し必要と認められること。 

８ 前項の規定にかかわらず、総会において次の事項を承認又は議決したときは、

当該事業年度内においてその権限を役員会又は専門部会に委任することができる。 

（１）前項第２号のうち事業及び予算の執行に際し、軽微な事業計画の変更及び

収支予算の補正等の権限を次により委任すること。 

委任する権限 委任の範囲 委任機関 

１ 事業及び予算の執行に際し、急激な社会

経済情勢の変動があったとき、又は災害や

大規模な事故等が発生したときに緊急的

に新たな事業の実施、或いは第１７条に規

定する各専門部会が所掌する既存事業に

ついて所掌の専門部会を超えて変更が必

要となった場合の事業計画を変更及び収

支予算を補正する権限 

新たな事業の予算額又は

既存事業の変更に伴う補正

の額が５万円以下の場合 

専門部会 

新たな事業の予算額又は

既存事業の変更に伴う補正

の額が５万１円以上１０万

円以下の場合 

役員会 

２ 事業及び予算の執行に際し、急激な社会

経済情勢の変動があったとき、又は災害や

大規模な事故等が発生したときに既存の

事業計画に沿った緊急的な措置の実施、或

いは第１７条に規定する各専門部会が所

掌する既存事業について所掌の専門部会

内において変更が必要となった場合の事

業計画を変更及び収支予算の各項目間の

流用を決定する権限 

緊急的な措置の予算額又

は既存事業の変更に伴う流

用の額が３万円以下の場合 

専門部会 

緊急的な措置の予算額又

は既存事業の変更に伴う流

用の額が３万１円以上５万

円以下の場合 

役員会 

 （２）前項第４号のうち役員等が事業年度の途中において辞任したときは、その

後任者を役員会において選出し、直近の総会において選任するまでの間、役員

会等に出席し意見を述べさせる権限を役員会に委任すること。 

９ 総会の議事録は、書面をもって作成し、議事録には、議長及び議事録署名人が

署名する。 

（役員会） 

第１６条 役員会は、役員等をもって構成し、定時役員会と臨時役員会とする。 
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２ 定時役員会は、事業年度毎に４月、１１月及び３月に開催するものとし、臨時

役員会は、会長が必要と認めたとき、又は役員等の過半数の請求があったときは

開催するものとし、会議の議長は会長が務める。 

３ 役員会は、役員等の過半数以上の出席をもって成立し、議決は、出席者の過半

数によってこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

４ やむを得ない理由のため役員会に出席できない役員等は、あらかじめ通知され

た事項について書面若しくは電磁的方法をもって表決し、又は他の役員に代理人

として表決を委任することができる。 

５ 役員等が、役員会の決議の目的である事項について提案した場合において、そ

の提案について、議決に加わることのできる役員等の全員が書面又は電磁的記録

により同意の意思表示をしたときは、その提案を可決する旨の役員会の議決があ

ったものとみなす。 

６ 役員会は、次の各号に掲げる事項を審議及び議決する。 

（１）総会に提案する事案に関すること。 

（２）総会の議決した事項の執行に関すること。 

（３）その他会長が必要と認めること。 

７ 役員会の議事録は、書面をもって作成し、審議の経過及び結果の概要を記録す

る。 

（専門部会） 

第１７条 協議会に次の各号に掲げる専門部会を置き、所管事項の企画及び執行に

あたる。 

（１）安心・安全部会 

交通安全、防災及び防犯に関すること。 

（２）環境・文化部会 

    ごみの減量化・資源化、景観・環境美化及び伝統文化の保存活用に関する

こと。 

（３）交流・福祉部会 

    交流の場づくり、外国人との共生、高齢者福祉及び子どもの健全育成に関

すること。 

（４）総務・広報部会 

   イ 地域の活性化、地域の魅力の発掘・発信に関すること。 

ロ 協議会の事業及び収支予算の執行管理、並びに総会及び役員会等の 

運営その他の運営事務に関すること。 

２ 専門部会員は、第４条に規定する構成員の中から役員会において選任する。な
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お、構成員は、希望に応じ、複数の専門部会に所属することができる。 

３ 各専門部会は、２５名以内で構成し、それぞれに部会長及び副部会長を各１名

置き、専門部会員において互選する。 

４ 部会長は、第８条に規定する他の役員を兼務することができない。 

５ 部会長は、部会を代表し、部会活動全般を総括する。 

６ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代行する。 

７ 専門部会は、必要に応じて部会長が招集し、議長となる。 

８ 専門部会員の過半数の請求があったときは、部会長は、速やかに会議を開催し

なければならない。 

９ 部会長は、必要の都度役員会に事業内容及び執行状況を報告する。 

（経費） 

第１８条 協議会の経費は、会費、補助金、寄附金その他の収入をもって充てる。 

（事業年度） 

第１９条 協議会の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

（情報の公開） 

第２０条 協議会の会議録及び会計帳簿は、原則として公開する。 

（個人情報の保護） 

第２１条 構成員は、協議会の活動を通じて得た個人情報の保護に努めなければな

らない。 

（解散） 

第２２条 協議会の解散は、代議員の４分の３以上の議決を必要とする。 

（委任） 

第２３条 この会則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、役員

会において協議のうえ別に定める。 

 

附則 

１ この会則は、令和４年１月１５日から施行する。 

２ 本会設立以前に白井第二小学校区まちづくり協議会設立準備会において決定し

た事項は、本会が決定したものとみなす。 

３ 協議会の設立当初の代議員及び役員の任期は、第５条第２項並びに第１２条第

１項の規定にかかわらず、設立の日から令和７年度の総会までとする。 

４ 協議会の設立初年度の事業年度は、第１９条の規定にかかわらず、設立した日

から令和４年３月３１日までとする。 

５ この会則は、令和４年１２月１６日から施行する。 
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別表（第５条関係） 

職 名 所属・区分 人 数 

代議員 

関係団体の代表者 各団体２名以上、５名以内 

参画を希望する者 １５名以内 

関係団体が推薦する者 各団体２名以内 
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５.白井第二小学校区みどりの里づくり協議会組織図

総会

代議員

監査

部会長 部会長

理事（12名以内）

顧問

必要に応じて就任

役員会 総務・広報部会（事務局）

会長（1名） 事務員

副会長（3名）

部会長（4名）

監査（2名）

（団体会員）

（個人会員） （個人会員） （個人会員） （個人会員）

部会長 部会長

（団体会員） （団体会員） （団体会員）

部会員 部会員 部会員 部会員

副部会長 副部会長 副部会長 副部会長

会計（2名）

安心・安全部会 環境・文化部会 交流・福祉部会 総務・広報部会

〇協議会の事業及び会
計の監査を行い総会で
報告する

〇協議会の最高議決機関
〇事業計画及び予算、事業報告及び決算報
告などの審議、承認及び議決
〇みどりの里づくり計画、会則の制定等の
審議及び議決
※関係団体の代表者等(代議員)で構成する

〇協議会の運営の方針や重要事項の審

議及び決定（協議会の統轄機能）

〇事業計画及び予算、事業報告及び決

算報告の作成など

※協議会の会長、副会長、各部会長、

理事、会計、監査で構成する

〇協議会の各分野における事業実施部門であり、まちづくり計画に沿って各分野ご

との事業を行う

※各種団体や個人などが関係する又は関心のある専門部会に参画し活動する

〇協議会の円滑な運営

運営に必要な事務を行う（庶務的機能）

各会議の日程調整・案内、提案事項の素

案の作成などの資料を作成する

〇構成員及び市等の関係機関との連絡調

整を行うとともに、地域住民の窓口とな

る

〇会報やチラシなどにより活動状況など

を構成員や外部に発信する

※事務局員を１名置き、その選考は、役

員会において行い、会長が任命する

〇目的達成のため学識
経験のある社から意見
を述べる
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年 度 実  施  内  容（時期） 

 

 

 

コメントの追加 [山本1]:  
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平成31年度 

(令和元年度) 
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令和２年度 
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（目的及び設置） 

第 1条 これからの白井第二小学校区（以下「第二小区」という。）の目指すべき方向やそ

のための取組内容を明らかにする新たなまちづくり計画を策定するため、まちづくり計

画策定委員会（以下「策定委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 策定委員会は、次の各号に掲げる事項について審議するものとする。 

（１）新たなまちづくり計画の策定に関すること。 

（２）その他必要な事項に関すること。 

（設置期間） 

第３条 策定委員会の設置期間は、この規定の施行の日から令和６年３月３１日までとす

る。 

（組織） 

第４条 策定委員会は、委員５０人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる区分のうちから、白井第二小学校区みどりの里づくり協議会（以

下「みどりの里づくり協議会」という。）役員会において選任する。 

（１）第二小区に存する区及び自治会の代表者 ２２人以内 

（２）第二小区において活動する市民団体及び法人の代表者又はこれに準ずる者 

１０人以内 

（３）みどりの里づくり協議会の役員 ６人以内 

（４）みどりの里づくり協議会の代議員 ４人以内 

（５）白井第二小学校関係者 ４人以内 

（６）関係行政機関の職員 ２人以内 

（７）その他みどりの里づくり協議会の活動に賛同する者 ２人以内 

（委員長及び副委員長） 

第５条 策定委員会に委員長及び副委員長を置き、副委員長は２人とする。 

２ 委員長は、みどりの里づくり協議会の会長をもって充て、委員長は、会務を総理し、

策定委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長が指名する委員をもって充て、副委員長は、あらかじめ委員長が

定めたところにより分担して委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が

欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 策定委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数の時は、委員長の決するところに

よる。 
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４ 会議は、原則、公開するものとする。ただし、会議の決定により公開しないことがで

きる。 

（意見等の聴取） 

第７条 策定委員会は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、その説

明又は意見を聴くことができる。 

（議事録） 

第８条 委員長は、会議の開催に際し、出席委員の中から書記２人を指名し、指名された

書記は、議事録を作成する。 

２ 議事録は、会議の過程及び結果の概要を記録したものとし、原則、公開とする。 

（庶務） 

第９条 策定委員会の庶務は、みどりの里づくり協議会の総務・広報部会において処理す

る。 

（委任） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、策定委員会の運営に必要な事項は、策定委員会

に諮って定める。 

 

附 則 

この規程は、令和５年７月１２日から施行する。 
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ＮＯ 区分 団　体　名 氏　　名 備　考

1 （１） 　折立区 宮　内　金　秀 　区長

2 （１） 　富塚区 古　川　照　男 　区長

3 （１） 　富塚区 大　塚　正　夫 　区長代理

4 （１） 　富塚区 川　上　正　紀 　区長代理

5 （１） 　富塚区 鈴　木　清　司 　区長代理

6 （１） 　名内区 秋　谷　　　滋 　区長

7 （１） 　名内区 山　﨑　　　透 　区長代理

8 （１） 　小名内 伊　澤　史　夫 　区長

9 （１） 　小名内 小　松　幸　雄 　区長代理

10 （１） 　今井 今　井　充　陽 　区長

11 （１） 　今井 川　上　和　宏 　区長代理

12 （１） 　平塚東 飯　嶋　利　一 　区長

13 （１） 　平塚東 三　澤　修　三 　区長代理

14 （１） 　平塚西 大　井　　　孝 　区長

15 （１） 　平塚西 山　本　敏　伸 　区長代理

16 （１） 　中区 山　﨑　富　治 　区長

17 （１） 　中区 板　橋　則　雄 　区長代理

18 （１） 　中峠団地自治会 本　郷　寿　江 　自治会長

19 （１） 　中峠団地自治会 中　野　　　繁 　副自治会長

20 （１） 　白井工業団地住民会 岡　﨑　治　久 　代表

21 （１）

22 （１）

23 （１）

24 （２） 　白井第二小学校区地区社協 小　林　正　継 　会長

25 （２） 　白井第二小学校区地区社協 人　見　政　勝

26 （２） 　白井第二小学校区地区社協 志　村　一　夫

27 （２） 　一般社団法人白井工業団地協議会 駒　村　武　夫 　代表理事

28 （２） 　一般社団法人白井工業団地協議会 染　谷　敏　夫 　事務局長

まちづくり計画策定委員名簿 
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29 （２） 　NPO法人しろい環境塾 渡　邉　康　夫 　理事長

30 （２） 　NPO法人しろい環境塾 興　津　　  功

31 （２） 　白井市消防団 冨　澤　　　隆 　

32 （２） 　白井市消防団 川　上　利　一

33 （２） 　高齢者クラブつくし会 小　林　清　隆

34 （３） 　安心・安全部会長 山　﨑　正　司 　中区

35 （３） 　環境・文化部会長 宇　賀　　　博 　折立区

36 （３） 　会計 石　井　和　子 　名内区

37 （３） 　総務・広報部会長 折　山　郁　子 　市民参加

38 （３） 　副会長 小　松　正　信 　小名内区

39 （４） 　市民参加 山　本　悠　一 　代議員

40 （４） 　まちづくりプロジェクト 森　山　光　男 　代議員

41 （４） 　青少年相談員連絡協議会 金　井　早　苗 　代議員

42 （４） 　民生委員児童委員 鈴　木　幸　子 　代議員

43 （５） 　白井第二小学校 中　野　靖　子

佐 々 木　　健 　令和６年１月１５日まで

岩　館　規　夫

45 （５） 　白井第二小学校ＰＴＡ 永　井　英　朋

46 （５）

47 （６） 　白井市公民センター 金　井　　　正

48 （６） 　白井市公民センター 伊　藤　昌　枝

49 （７）

50 （７）

44 （５） 　白井第二小学校
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白井第二小学校 キャラクター 

 二小ドン（にこドン） 

第二小学校の校章は、かわいい顔に見えるのでこれを基に、計画委

員会（児童委員会）が中心となって、全児童にゆるキャラの図案を募

集しました。選ばれたものは、頭に梨を４つ、手には第二小学校なら

ではの太鼓のばち、その上にはかわいい梨の坊やがチョコンと乗って

います。 

全児童に名前の募集をし、令和４年７月２０日二小ドン（にこドン）

が誕生しました。 


